
市民だより　2019.4.13

本年度は、引き続き、市民生活の安心安全に関する施策に重点を置きながら、子どもから高齢者まで、元気に活躍し続けら
れることを目指した予算としています。
●歳入
一般会計の歳入については、歳入の根幹をなす市税が361億9329

万9千円で、前年度当初予算と比較して、1.0％の増を見込んでいます。
●歳出
構成比で最も大きな割合を占めているのは、子育て支援、高齢者福

祉、障害者福祉を中心とした民生費で、34.0％の197億5367万1千円
です。ついで、土木費が、18.4％の106億7133万3千円、次に教育費
で、17.6％の102億1016万6千円となっています。なお、歳出に占める
投資的経費*の割合は、16.9％です。

（1）都市環境分野 ～都市と自然が織りなす住みよいまちづくり
事　　　　業　　　　名 事　業　の　内　容 予算額(千円)

青山斎園大規模改造事業 施設の保全と利便性の向上を図るため、老朽化した火葬場の機能回復
と、せい山閣の改修を行う。 140,606 

住宅用地球温暖化対策設備設置費補助
事業

地球温暖化対策の一環として、市民が行う創・省・蓄エネルギーの取
組を積極的に支援するため、蓄電システムや充給電システムなど住宅
用地球温暖化対策設備の設置費の一部を補助する。

55,500 

市道01-4号線他道路新設改良事業
（西境町ほか）

歩行者の安全と円滑な交通を確保するため、既存道路の拡幅整備や、
県道岡崎豊明線から主要地方道名古屋岡崎線までの道路整備を行う。 605,948 

市道01-29号線道路新設改良事業
（小垣江町） 歩行者の安全確保を図るため、道路の拡幅と歩道の整備を行う。 22,000 
市道01-40号線他道路新設改良事業

（逢妻町ほか）
慢性的な交通渋滞を緩和し、市街地に流入する通過交通を抑制するた
め、バイパス機能を持った幹線道路を整備する。 446,416 

市道01-41号線他道路新設改良事業
（東境町）

産業の生産性向上や交通渋滞の緩和、周辺地域の活性化、観光振興、
防災機能の強化を図るため、スマートインターチェンジの整備に伴い
必要となる周辺道路を整備する。

690,401 

市道02-31号線他道路新設改良事業
（半城土町）

歩行者の安全確保と交通の円滑化を図るため、依佐美地区工業用地の
造成に伴い必要となる周辺道路を整備する。 99,000 

市道2-485号線他道路新設改良事業
（銀座）

歩行者の安全確保と地域の住環境の向上を図るため、道路の拡幅と歩
道の整備を行う。 19,000 

都市計画道路7・4・555刈谷駅前線
道路新設改良事業（相生町ほか）

刈谷駅北口周辺における自動車交通の円滑化と安全性の向上を図ると
ともに、安心で安全な歩行空間の確保と、まちづくりと一体となった
新たなにぎわい空間を創出するため、刈谷駅北口のシンボルロードづ
くりを進める。

246,058 

第4次都市計画マスタープラン策定
事業

総合計画や愛知県の都市計画区域マスタープランの改定、人口動向な
どの社会情勢の変化に対応するため、2030年を目標年次とした第4
次都市計画マスタープランを策定する。

10,378 

空家等対策推進事業 空家等対策計画に基づき、市内の空家等の所在や状態、所有者などを
把握し、空家等の適切な管理と活用の促進に関する施策を実施する。 3,295 

都市交通計画調査推進事業
ひとと環境にやさしく持続可能な都市交通体系の構築のため、幹線道
路の計画調査や都市交通戦略の検証、刈谷駅周辺における駐車場およ
び自転車駐車場の需要予測や配置の検討などを行う。

36,691 

公共施設連絡バス運行管理事業
公共施設などの利便性向上、渋滞緩和、環境負荷低減を図るため、公
共施設連絡バスを運行する。また、4月1日から愛称を「かりまる」
とし、路線の一部見直しとダイヤ改正を実施する。

346,406 

公共施設連絡バス停留所整備事業
公共施設連絡バス利用者の利便性の向上を図るため、バスの運行情報
をリアルタイムに発信する運行情報画面を富士松駅、逢妻駅南口、た
んぽぽの各バス停に設置する。

10,136 

JR刈谷駅総合改善事業
JR刈谷駅の通勤・通学時におけるホームなどの混雑を解消し、安全性
の確保と利便性の向上を図るため、駅改良に向けた支障移転などを行
う。

30,288 

公園再整備事業 市民の生活に潤いと安らぎを提供するため、現状の特性を生かし、四
季折々の花が咲く特色ある公園になるよう、日高公園を再整備する。 74,523 

伊勢山公園整備事業 良好な生活環境を提供するため、刈谷小垣江駅東部土地区画整理事業
により創出された用地に伊勢山公園を整備する。 60,255 

泉田中央広場整備事業 子どもの遊び場、高齢者の健康増進の場、地域住民の憩いの場として
施設の充実を図るため、泉田町に広場を整備する。 11,202 

銀座AB地区整備事業
中心市街地としてふさわしい土地の高度有効利用を図るため、商業施
設や住宅などが複合した施設を整備する民間事業者に対して支援を行
う。

240,000 

平成31年度予算の概要

当初予算

一般会計 581億円

特別会計 239億9511万6千円

企業会計 99億1856万1千円

合　　計 920億1367万7千円

*道路、公園、学校など社会資本の整備に関する経費で
普通建設事業費、災害復旧事業費など

平成31年度　主要施策


